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チャレンジコミュニティ・クラブの皆さんへ 

 

          ■港区長 武井 雅昭 

 

チャレンジコミュニ

ティ・クラブの会員の皆

さんには、日頃から、地

域活動の担い手として

ご活躍いただくととも

に、港区政の運営に対し

ても、格別のご理解とご

協力をいただいており、

深く感謝申し上げます。 

本年５月８日から、新型コロナウイルス感染症

は感染症法上の５類に移行しました。個人の選択

を尊重しながら、それぞれの立場で身近でできる

有効な感染対策により、徐々に感染拡大前の日常

に戻り、社会経済活動を加速させる段階に入って

います。地域でも、お祭りをはじめとしたコミュ

ニティ活動が再開するなど、まちのにぎわいが戻

りつつあります。 

コロナ禍以前から、チャレンジコミュニティ・

クラブの皆さんには、地域課題の解決に向けて、

区民参画による検討組織への参加やボランティア

等の地域福祉活動など、多方面でご活躍いただい

ているほか、地域の誰もが気軽に参加できるカフ

ェの開催や、お手玉、けん玉などの昔遊びの継承

活動等、地域の方々が交流を深めることができる

機会の提供を続けていただいております。地域コ

ミュニティ育成と活性化への多大なる貢献に、大

変感謝しております。 

区は、区民一人ひとりが大切にされ、多様性を

認め合い、だれもが安全に安心して、自分らしく

心豊かに暮らすことのできるまちをめざしていま

す。その実現のためには、地域活動に積極的に取

り組んでいただく、コミュニティリーダーの存在

が欠かせません。 

チャレンジコミュニティ・クラブの皆さんにお

かれましては、これまで培ってこられた知識や、

経験を存分に生かし、引き続きのご協力をよろし

くお願い申し上げます。 

結びに、チャレンジコミュニティ・クラブの今

後の益々のご発展と、会員の皆さんのご健勝、ご

隆盛を心からご祈念申し上げます。 
 

 

チャレンジコミュニティ・クラブの皆様 

 

■明治学院大学学長 村田 玲音 

 

2020 年春に始まった

コロナ禍も、ようやく終

息の兆しが見えてきまし

た。皆様はこの３年間を

どのように過ごされまし

たでしょうか。ほとんど

の方がコロナ前にチャレ

ンジコミュニティ大学を

修了しておられると思い

ますが、コロナ禍の中でチャレンジコミュニティ

大学の授業を遠隔で受けられた方もいらっしゃる

ことでしょう。どういったタイミングであっても、

身につけた知識や経験を地域社会で活かしていこ

うと張り切っておられた皆様にとって、コロナ禍

で社会の機能が低下していた時期にはそれが叶い

ませんでした。ようやくここに来て、社会活動や

経済活動が元に戻り始め、皆様が活躍できる舞台

が整ってきました。これから、コミュニティリー

ダーとして多方面で社会の活性化に取り組んでい

かれますよう期待しております。 

 皆様のご活躍を待っている社会は、コロナ禍を

潜り抜けたことにより、変化が以前より少し速く

なっているような印象を受けます。コロナ禍の３

年間、社会も大学も不自由な中でどのようにした

ら以前の活動を続けることができるのか一生懸命

努力をしてきました。その成果が、コロナが収ま

った後も置き土産のように私達の手元に残ってい

ます。インターネットの利用が予期しなかった規

模で様々な分野にまで拡がり、私達の社会生活に

大きな影響を与え始めています。これから地域社

会のリーダーとして活躍される皆様の活動も、お

そらく社会の動きに合わせて変化させていくこと

が求められることでしょう。そうした際には、し

っかりした知識が頼りになります。チャレンジコ

ミュニティ大学での授業や体験が、皆様の支えに

なってくれることを明治学院大学は願っておりま

す。 

皆様の御健康をお祈りするとともに、今後の御

活躍を期待しております。 

チャレンジコミュニティ・クラブの 

皆さんへ 
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チャレンジコミュニティ・クラブの皆さんへ 

 

   ■ＣＣクラブ代表 阿部 令子（10期） 
 

この度、若輩ながらＣＣク

ラブ代表という重責をお引

受けすることとなり、身の引

き締まる思いです。 

これまで、長年にわたり先

輩方が培われてきたＣＣク

ラブの活動の場を大切に引

継ぎ、更なる発展に繋がりますように務めてまい

ります。 

ＣＣ大学在学中は、多くの仲間に恵まれて楽し

く学び、修了してからは企画部会にて、学ぶ会や

まち歩き、講演会の開催などに携わって参りまし

た。その間、ＣＣ大学に入学しなければ、出会う

こともなかった方々と関わりを持つことができま

した。その豊かな経験や目標となる生き方に触れ

られることは、今の私にとって大切な心の財産と

なっています。 

ＣＣクラブでは、何事も強制ではなく、やれる

人がやりたい事を行動に移し、時には周りを巻き

込んで、その結果として、誰かが笑顔になり、誰

かのお役に立つ、そして更には自らも活力を得て

心も豊かになるボランティア活動が、あちこちで

行われています。皆さまの年齢を感じさせない情

熱溢れる行動は、地域で無くてはならない存在と

なっているのではないでしょうか。 

先輩方のお力で、何もなかった所に一から築き

上げてきた組織も、15 期生を迎えて約 750 名の会

員数となり、活動の場も広がっています。 

今後も、港区様、明治学院大学様、港区関連団

体様など、多くの方々との繋がりを大切にしなが

ら、ＣＣクラブ会員の皆さまが益々ご活躍いただ

けるように、お手伝いができましたら幸いです。 

これからの事を考えると不安しかありませんが、

皆さまからいただいた温かい励ましのお言葉と心

強いお力添えを頼りに、できることは精一杯務め

る所存です。 

思い立った時に、帰ることができるホームグラ

ウンドのＣＣクラブが、皆さまにとって益々居心

地の良い場所になりますように尽力して参ります

ので、ご支援、ご協力を賜りますようよろしくお

願い申し上げます。 

 
 

 

 

 

 

チャレンジコミュニティ・クラブ 

代表就任にあたって 
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チャレンジコミュニティ通信は、 

地域活動推進の情報を提供します 

港区は、2007年 4月に地域活動のリーダ

ーを養成することを目的として、明治学院

大学との連携により、チャレンジコミュニ

ティ大学を開設しました。この大学は港区

在住の 60 歳以上の方を対象に各々がこれ

まで培ってきた知識・経験を地域に生かし、

生きがいのある豊かな人生を創造し、また

学習を通じて個々の能力を再開発すること

を目指して創設されました。 

 2008年 3月、第 1期生の修了を機に自主

的な運営組織として、チャレンジコミュニ

ティ・クラブ(略称ＣＣクラブ)が創設され

ました。この大学で学んだ知識を活用し、

地域課題の解決に向け、会員が地域活動を

推進することを目的としています。このク

ラブは地域活動のリーダーを育て、港区の

まちづくりや地域ネットワークの構築を進

め、併せて各人の資質の向上をはかってい

きます。 

 この目的に沿って、ＣＣクラブ会員が自

主的に地域活動をしていますが、ＣＣクラ

ブ会員を対象に地域活動推進の情報提供や

活動状況を紹介するため、チャレンジコミ

ュニティ通信を発行しています。 

 年間を通しての全体活動として、主な活

動は以下のようなものがあります。 

・総会、ホームカミングデイ 

・明治学院大学との協働活動 

・みなと区民まつりへの参加や港区との協

働活動 

・港区社会福祉協議会地域福祉フォーラム 

の運営協力や協働活動 

・活動報告会 

また、地域での活動として各地域ＣＣクラブ

での活動や多くの活動機会ができています。 

・芝ＣＣクラブ（芝地区） 

・明虹会（芝浦・港南・台場地区） 

・高輪地区ＣＣクラブ（高輪地区） 

・３Ａクラブ（麻布・赤坂・青山地区） 

様々な機会を通してご自分でできること

を探しチャレンジしてみてください。 

また会員相互の情報としては、各団体等

での会員の活躍状況や、クラブ企画の講演

会・講習会、施設見学会の開催案内等を適

宜紹介していきます。 
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副  代  表        瀬能 正実（１０期） 
ＣＣ大学 10 期生を修了

後、10 期第２グループの運

営委員そして会報部会員と

してワークし、又高輪地区

ＣＣクラブの一員として活

動してきました。対外活動

としては、地域のお母さん方が行っていた「みなと

外遊びの会」（子どもの遊び場提供）についてＮＰ

О法人化させ区役所他多くの方と交流を深めるな

どしてまいりました。その過程で、多くの方々と知

り合い、多くのことを学ぶことができました。今年

から副代表に選任されており、この６年間に培っ

た経験を生かすべく注力したいと思っています。 

今やＣＣクラブ会員は 750 名余と非常に多くな

っており、メンバー間のコミュニケーションを良

くすること、会員の方々へのタイムリーな情報提

供を試みることが大切と思っています。そしてメ

ンバーが行う地域活動の充実につながるよう注力

する所存です。 

副 代 表        松嶋 惠美子 （１０期） 

 ＣＣ大学 10期生（第３グル

―プ、担当：明石先生）を修

了しました。修了後は３Ａク

ラブに加入し、運営委員会に

も参加しておりました。 

 現在は、税理士として仕事

をしながら、地域活動として、港区より介護相談員

の委嘱を受け活動しております。 

 今回、副代表に選任され新たに身の引き締まる

思いです。副代表として、今までの運営、組織を受

け継ぎながら、各個人、運営委員会、各部会、各地

域ＣＣクラブとのコミュニケーションを大切にし

て、会員皆様の声を、ＣＣクラブ全体の活動に反映

できるように頑張りたいと思います。 

 既にＣＣ大学の修了生の方が各方面でご活躍で

すが、新たに始めたい方への地域活動への情報を

発信し、応援していきます。 

 私たちは今、人生 100年時代を生きています。 

後世の人たちに、活き活きとした社会生活で生き

る意欲を証明しましょう。 

企 画 部 会        太田 則義 （７期） 

 今年度の企画部会は２期～15 期 21 名の部会員

で、そのうち 12期～15期の会員が 16名です。 

2022年度から一部の活動が再開され、2023年度

はコロナの行動基準が緩和されたこともあり、よ

り一層地域活動が活発になると思われます。すで

に期初より会議を進めＣＣクラブ全体の企画を担

っている当部会は部会活動全開です。 

ＣＣ通信 50号が刊行される時には、最初の行事

であるホームカミングデイ講演会（第 9回学ぶ会）

が紹介されます。学ぶ会は今年度あと 2 回開催し

ます。それに関連するまち歩きも行います。みなと

区民まつり、社協と運営する「ＪＡＬインフォテッ

ク・デジタル講習会」、また、2024年 2月活動報告

会講演会も企画します。そのほかにも部会員で新

しい企画を皆さんに提供したいと考えています。 

皆さまと一緒に有意義なそして楽しいＣＣクラ

ブライフを考えていきたいと思います。 

ホームページ部会  岡部 正實 （10期） 

 ＨＰ部会は今年、部会長が交代しましたがメン

バーは昨年と変わらず６名で活動を開始していま

す。ＣＣクラブ会員間の情報発信ならびにＣＣ大

学及び所管行政との相互に関連する情報を掲載し

ており、例えば運営委員会・各部会・地域ＣＣク

ラブ・各期の活動状況をタイムリーに発信し、そ

れらをアーカイブとして保存することを主たる目

的として活動しています。 

 また、各種行事やイベントのアナウンスや、規

約・会則、各種会議の議事録、年間会議予定なら

びに投稿の手引きや Zoomシステムの予約もこの

サイトから行えます。是非ＨＰを開いて活用して

下さい。（www.minato-ccc.jp/member/） 

 部員は定期的にＨＰの保守点検を当番制で担当

すると同時に、個人のデジタルスキルの向上にも

2023年度 ＣＣクラブ新体制の紹介 

4 

http://www.minato-ccc.jp/member/


力を入れています。 

 ただいま新入部員を募集中です。IТ技術・デジ

タルスキルを身につけたい方や、情報発信・コミュ

ニケーション能力を高めたい方、写真・動画編集な

どに興味のある方は大歓迎です。 

（連絡は→ cc.hp.2023ok@gmail.com） 

 

 

 

 

地域連携部会     金原 智子 （10期） 

今年度の地域連携部会は 11名で活動を開始しま

す。コロナの感染状況を注視しながら対面での部

会を行う予定です。 

主な活動であるクローズアップＣＣ、1Day for 

Others、この指とまれ、地区ＣＣ会議の開催、を部

会員がそれぞれ主体的に進めていきます。 

昨年は異世代間の交流を図ることを目的として

「昔遊び継承活動」を行いました。用いる遊具の一

つのお手玉は地域の方を講師として布から作製し、

部会員や地域ＣＣクラブ会員、明治学院大学生、小

学生のＰＴＡの方々を交えた練習会を行い、赤羽

小学校の授業協力に結び付きました。今年はより

多くの参加者を募り「昔遊び広げ隊」としてなお一

層の広がりをめざします。ＣＣクラブの皆様、昔取

った杵柄でご参加お待ちしています。 

また、今年は「チャレンジコミュニティ・クラブ

2023 年活動実態調査」が高輪支所と共同で行われ

ます。ＣＣクラブ員の皆様の協力を得ながら部会

としても携わっていきたいと考えています。 

 

 

 

 

会 報 部 会 瀬能 正実 （１０期） 
 昨年度に引き続きメンバーとなってくれている 

7名に、新たに 11期生の方１名と 15期生４名の 

方が参加され、総勢 12名で活動することになりま

した。ＣＣクラブ通信の発刊が主な業務であり、今

年度は７月末の発刊と来年３月の発刊を予定して

います。内容は港区・明治学院大学関係者の挨拶、

ＣＣクラブの活動報告が主たる業務ですが、今年

こそ会員皆様の活動内容紹介をとりあげたく皆さ

まの投稿をお待ちしています。 

 部会員の手で入稿データをつくる方法も部会内

で浸透してきており、ＣＣクラブ会員で冊子作製 

にご興味ある方は是非会報部会をご訪問下さい。 

総 務 部 会     岩佐 徳太郎 （９期） 

 ＣＣクラブはクラブ内の円滑な運営を図るため、

毎月１回運営委員会を開催しています。総務部会

はその運営委員会の資料や議事録の作成、さらに

運営委員会の議事録、各種お知らせ等を一斉メー

ルにより会員の皆様へお知らせしています。 

 また、ＣＣクラブの最高意思決定機関である総

会及び活動報告会、ホームカミングデイ等の運営

を支援しています。 

 ここ数年の新型コロナウイルス感染禍において

は、感染を避けるためオンライン会議を行い、オン

ラインツールである Zoomを活用した会議を実施し

てきました。 

 また、港区行政、明治学院大学や港区社会福祉協

議会等との連携を図り、それらの関係先から得た

情報をＣＣクラブ会員に提供しています。 

 次の写真は総務部会の皆さんです。時には総務

部会をお茶会にして、楽しく活動できるように懇

談しながら進めています。皆さんも総務部会で一

緒に活動しませんか。 

 

 

5 

mailto:cc.hp.2023ok@gmail.com


 

 

 

 

 

 

 

 当日は梅雨のなか天気に恵まれ、11 時 30 分に

運営委員、部会員そして一般の会員約 30 名がス

タッフとして集まり、会場準備をしました。会場

では感染症対策も緩和され、会場参加者は会員と

来賓者を合わせて昨年より 73 名多くなりました。  

13 時 30 分に太田則義副代表（７期）の司会で

始まりました。 

ＣＣクラブ石川啓子代表（８期）挨拶 

 まだコロナ禍は収まって

はいませんが、対面中心の

生活が戻ってきました。コ

ロナ禍での数年は、長い人

生の中ではほんの数年なの

ですが、社会情勢が大きく

変わりました。しかし、こ

の一年間のＣＣクラブの歩みは、新しい技を身に

付けた高齢者たちが、英知を出し合い、学びを生

かし、情報の共有を力として、活動を止めること

はありませんでした。 

本日、ご参会くださいました来賓の方々、会員

の皆さまに心からお礼を申し上げます。 

明治学院大学永野茂洋副学長挨拶  

明治学院大学は来年 4 月

から新しく情報数理学部を

開設する予定で現在準備を

進めております。白金キャン

パスは見た目の変化はあり

ませんが、横浜キャンパスで

は新校舎の建設が大々的に

始まっています。ＡＩ時代の大きな変化に対応す

る一方、今後も明治学院の「キリスト教による人

格形成」を大切にして、地域福祉、地域のまち作

り、人と人のつながりに貢献していく卒業生を輩

出していきたいと考えています。 

日頃からこの地域のために様々な活動しておら

れるＣＣクラブの皆様に心より敬意を表すと共に、

これからもなお一層活発にご活躍されますことを

願っております。 

 

 

 

 

 

 

 

港区高輪地区総合支所白井隆司支所長挨拶 

コロナ感染症の感染拡

大も落ち着きはじめ、

徐々に街に賑わいが戻っ

てきましたが、人と人の

つながり、地域と地域の

つながり、さらなるコミ

ュニティの活性化が期待

されるようになりました。 

区は、「誰もが住みやすく、地域に愛着と誇りを

持てるまち・港区」を掲げ、さまざまな施策推進

に取り組んでいます。その実現のためには、区だ

けでなく、地域活動のコミュニティリーダーの存

在が欠かせません。 

ＣＣクラブの皆さんには、コロナ禍においても、

区で進めているデジタル支援の一つである町会・

自治会活動のＩＣＴ化支援事業でも、ご協力いた

だいており、今後も、ＣＣクラブの皆さんには、

コミュニティリーダーとして、地域の活性化と発

展のために、大いにご活躍いただきたいと願って

おります。 

 

来賓の挨拶の後に、岡本多喜子明治学院大学名

誉教授、高橋尚也明治学院大学総合企画室次長、

山岸信明治学院サービス部長、大野香乃子高輪地

区総合支所協働推進課地区政策担当係長、高嶋慶

一港区社会福祉協議会事務局次長、加藤三奈港区

社会福祉協議会地域福祉係長、栃堀賀江港区立介

護予防総合センター副センター長が紹介された。 

 

 

 

石川代表が進行役を務め報告会を開始しました。

最初に岩佐総務部会長より書面議決の結果報告 

が行われ、議決承認が確認されました。 

総会開催案内発送総数は 755 通でした。 

回答数はハガキ・FAX 199 通、メール 122 通、

合計 321通で、第 1号議案については賛成 314通、

2023年第 8回ＣＣクラブ総会 

（書面議決報告会） 

2023 年第 8 回ＣＣクラブ総会（書面議決報告会）・ホームカミングデイ 

2023 年の総会とホームカミングデイは、新型コロナウイルス感染状況が予測できなかったことも

あり、4 月の運営委員会にて総会議案については書面表決とし、総会を書面議決報告会としてホー

ムカミングデイ講演会と合わせてリモートと会場で行うことになりました。 

6 月 17 日（土）13 時 30 分～14 時 40 分で明治学院大学 3201 教室の会場には会員 112 名、来賓 9

名の方が集まり、リモートには 20 名の会員が参加し開催されました。 
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反対 0 通、無効（回答なし）7 通、第 2 号議案に

ついては賛成 315 通、反対 0 通、無効（回答なし） 

6 通、そして第 3 号議案については賛成 314 通、

反対 1 通、無効（回答なし）6 通でした。 

続いて、石川代表が第１号議案について、2022

年度の活動内容と会計内容を説明しました。次に

第 3 号議案（2023 年度役員選任の件）の説明を先

に行いました。第 2 号議案（2023 年度活動計画） 

については、阿部令子新代表が、活動方針、活動

テーマ、運営部門の計画、各部会のメンバーと計

画、そして地域ＣＣクラブの計画を紹介しました。 

質疑応答はなく、新役員７名が壇上に上がり自己

紹介をしました。 

最後に、司会者に促され石川代表が自身の副代

表・代表の４年間を振り返り感想と皆さんに謝辞

を述べ、総会は終了しました。 

総会資料はホームページでご覧ください。 

 

 

 

はじめにＣＣクラブ新代表の阿部令子さんから

講演者の西田宏子さんの経歴紹介がありました。 

西田さんは、うさぎ年の生まれで、1961 年に慶

応義塾大学文学部史学科を卒業し、東京国立美術

館の当時の浅野長武館長の秘書を務め、諸外国よ

り博物館を訪れた研究者の調査に立ち会ったこと

が、陶磁器に関心を寄せるきっかけになったそう

です。 

その後、日本から輸出された磁器「伊万里焼」

について研究するために 1968 年オランダ留学、

さらには 1971 年オックスフォード大学、大学院

博士課程に進学。1975 年、17 世紀から 18 世紀に

おける日本の輸出磁器についての研究で博士号を

取得されました。 

帰国後、韓国留学などを経て 1981 年から現在ま

で根津美術館に勤めていらっしゃいます。 

留学中にオランダの青空マーケットやロンドン

のオークションで、西田さんの目に留まり、集め

られた貴重で素敵な器の数々が今、根津美術館で

展示されています。 

 

 

 

 

 

 

明るい笑顔で話され

る西田さんの話は、美

術品を愛してやまない

ご自身の気持ちが伝わ

ってきました。話の内

容を抜粋してお伝えし

ます。 

最初に美術館の楽し

さについて話します。 

  コロナ以前では誰も

が見たい展覧会は長蛇の列で大混雑でした。美術

鑑賞のためには、小さな美術館に注目して会員と

なり、ホームページなどで年間スケジュールを調

べて予約することで、並ばなくて済み、ゆっくり

楽しむことができます。 

  根津美術館は世界に開かれた美術館を目指し

て努力と工夫をしています。四季を楽しめる庭園

も広くて見どころがあり、燕子花が咲き誇る庭園

でもあります。毎年展示される根津美術館の代表

作品である尾形光琳の国宝「燕子花図屏風」は、

折り曲げて展示することで見方が変わります。国

宝「那智瀧図」は、目立つ滝だけでなく、月や鬱

蒼とした森にも注目できます。 

作品のタイトルにも工夫を凝らします。昔の崩

し書きの文字に親しんでもらうために、「読めな

くてもいいね」というタイトルに惹かれて人が集

まりました。展示を短期間で変えることにより、 

楽しい雰囲気の講演会場 

ホームカミングデイ 

（第 9回学ぶ会）講 演 会 

美術館の美しさと美術館のこれから

を考える 

講演者  根津美術館顧問（元美術館 

副館長兼学芸部長） 

西田宏子（ＣＣクラブ 9期） 
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何度訪れても新しい発見があるようにします。お

茶室の展示では、畳に座っている人の目線で作品

や調度品を配置し、心安らぐ自然の壁を使用しま

した。 

続いて美術品を守る工夫について話します。 

 美術品を守る工夫は大切です。楽しさの裏には

災害が潜んでいます。最近の能登半島珠洲市での

地震では多くの展示品が倒れました。倒れない工

夫としてはテグス(釣り糸)を使用して大井戸茶碗

(銘は雨雲)を固定しましたし、中国時代の青銅器

の展示室は免震装置のある特殊なガラスケースで

保護しています。  

  今後は、自然光が当たっても良い作品と悪い作

品を区別して展示位置を決めたいと思いますし、 

庭園を合わせて観ていただけるよう、四季を楽し

み、アオサギ、セキレイ、池の鯉、春に咲き誇る

燕子花、秋の紅葉、冬の雪景色をガラス張りのロ

ビーから楽しんでいただきたいです。 

 今、世界各地で戦争が起こっています。日本で

もその危険性は零ではありません。先の戦争では、

戦災から美術品を護るために、根津美術館だけで

なく殆どの美術館、博物館が美術品を疎開させま

した。このことを、忘れてはなりません。南青山

にある根津邸は 3 棟の蔵を残して完全に焼失して

しまいました。終戦後 1946 年秋に展覧会を庭園

に建てたバラックで開催しました。1956 年に美術

館の建物を建て、増改築を経て 2009 年に新たな

展示館ができました。戦災があっても地震があっ

ても、文化的パフォーマンスで人を元気づけるこ

とができます。  

次に、作品との対話について話します。 

絵の中で作者が語ろうとしていること、絵が語

りかけてくることを素直に受け止められるように

なりたいと思います。同じ作品でも、ステーショ

ンギャラリーより中之島美術館の展示に感動しま

した。来館される方々が楽しく展示品と向き合え

る美術館にしたいと思っています。 

2009年に新装された現在の根津美術館             

お二人に感想をいただきましたので紹介します。 

ＣＣ大学で学んだ美術の先生のお話の中で「現

在ではインターネットで美術品の詳細を観て知る

ことができるのに何故美術館へ行って観てくださ

いかというと、実際に行って観ることによってそ

の大きさが分かるからです」という言葉が印象に

残っています。 

旅先で近くの美術館を訪れるのも良いと思いま

す。長野に行ったとき、美術館の名前は忘れまし

たが、友人たちと一緒に訪れた美術館で、上村松

園の絵を観ることができました。美人画といえば

まず思い浮かぶのは伊東深水ですが、女性による

美人画はまた違った趣でした。その息子さんも絵

描きで、こちらは動物の絵を描いていました。お

孫さんも絵描きで、父親と同じ動物の絵でしたが、

こちらは動きのある動物の絵でした。それぞれ親

とは対象の異なる絵で見応えがありました。 

山梨美術館へ行ったときはミレー展をやってい

て、この時は「種蒔く人」の大迫力に圧倒されて

来ました。 

 

講演を聞いてすごく行きたい衝動にかられ、ま

だ見ぬ根津美術館を訪問してみることにしました。 

さすが隈研吾さんの設計です。美術館そのものが

芸術作品であり、訪問客がかなり沢山いたのにも

関わらず、都会の喧騒の中で、そこだけは自然に

囲まれた静かなオアシス空間でした。そして一歩

展示室に足を踏み入れてみると、作品説明の丁寧

さ、鑑賞者への気配り、作品管理への努力と工夫

が至る所に感じられ感動の連続でした。 

 美術館の中は、建物を含め日本文化を凝縮する

作品が多く、外国人に人気の理由も頷けました。

西田コレクションを含め海外からの古美術品も多

く、そうした作品を鑑賞しながら、色々な国の歴

史を探訪しているような気分になりました。 

 西田コレクションには、小さくてかわいいもの

が多く、ああこれを西田さんはチョコレートの箱

に入れてベッドの下に大事に保管されていたんだ

なあと講演会でのお話を思い出して、思わず微笑

んでしまいました。これからチョコレートの箱を

見るたびに、根津美術館の素敵な展示物とともに、

西田さんのお話を思い出すことでしょう。そして

燕子花の咲くころに、また、この美しく心安らぐ

美術館を訪れてみたいと思います。西田さん、素

敵な講演をありがとうございました。 
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ＣＣ大学での講義は有意義なものばかりでし

た。また、明治学院大学のキャンパスライフを

満喫した一年間でもありました。最も勉強にな

ったのは、グループのみなさんと講義のあとに

放課後と評して懇親会を開き、ビールを飲みな

がら、意見交換の場を持てたことです。このご

縁を繋いで、これからも毎月第３水曜日に定例

会を開催し、いろいろな企画を展開し、地域に

貢献したいと考えております。  岡田 梨香 

 

バス停前の高野山東京別院にはじまり、レト

ロモダンな高輪消防署、木造のチャペル、コン

クリートの講堂、レンガの図書館からガラス張

りの食堂まで、新旧の建築が心地よく入り混じ

った高輪への登校日は、私にとって特別な空間

体験でした。教室での授業だけでなく、この体

験が普段何気なく過ごしている赤坂の街にも、

もっと目を向けようと思わせてくれました。た

いへん感謝しております。    横田 重雄 

 

入学式 

 

一年間大変お世話になりました。社会福祉、

日本美術、建築、現代文学、フランス文学、音

楽、スポーツ等、多方面で驚きましたが、どの

テーマも興味深く、教授陣の他、岩手、長野、

神奈川等から講師をお招きしてのご講義も、印

象に残っています。また区長、区役所の方々の

ご講義、区議会場見学も、勉強になりました。

今後は少しでも恩返しできるよう、港区の活動

に参加させていただく所存です。    Ｔ.Ｎ. 

 

 

 

 

多岐にわたる講義を一年間受ける事が出来ま

した。印象に残っているのは、お天気に恵まれ

た校外学習、見学等です。色々な人生経験を積

まれた人達とお友達になれた事が何よりの収穫

です。            宇野 美枝子 

スポーツ実習 

 

ＣＣ大学での講義資料を整理しながら、改め

て貴重な体験をさせて頂いたことに感謝です。

贅沢を言わせて貰えば、もう一年深く学びたか

ったと思うのが本音です。明治学院のショウシ

ャな雰囲気の中へ通学出来たのも、誇らしかっ

たことの一つです。今日が一番若い日と言いま

す。自分に合ったボランティアを見つけて、過

ごして行きたいと思います。   井柳 万世 

         

充実した一年を過ごす事が出来ました。様々

な分野の先生方の講義は時に難解な事もありま

したが社会福祉や貧困問題、港区の歴史を遡る

授業や明治学院構内散策等心に残りました。水

曜の講義後礼拝堂のパイプオルガンの響きに心

静かな時間も過ごす事が出来ました。ＣＣ大学

関係者の皆様に心より感謝申し上げます。 

               大道 眞弓 

 

四季折々美しい装いを見せてくれる明治学院

で、講義を受けたり、学友たちと親交を深めた

り、学食でランチしたり、図書館で借りた本を

時間も忘れて読み耽ったり…この学生時代の再

来に、わくわく、ほっこりとする一年でした。

郊外授業に、体育館での実践授業、音楽の夕べ.

学ぶ喜びと出会いをありがとう！ 
～15期生から寄せられた声～ 
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等々盛りだくさんのイベントも忘れられない思

い出です。これで老後もばっちり！おかげで生

きがいのある後半生を送れそうです。ＣＣ大学

に感謝一杯です。         森 容子 

増上寺見学 

 

実に 58 年目の学生生活で、又生まれ代わった

ような経験でした。1 時間半の中で、講師の先

生方も内容を煮詰めて用意して下さったことに

感謝申し上げます。殆どが年上で経験も豊富な

生徒なのに、専門分野ならではの学びでした。 

港区役所の行政議場見学や課外実習で横浜キャ

ンパスを訪れたのも楽しい思い出です。ありが

とうございました。         Ｍ.Ｙ. 

 

ＣＣ大学（講義と参画）において、講義は洗

練された奥深い内容であった。参画は見学、自

然散策などは特有の経験であった。社会福祉の

学習は、有益で今後の活動に役立つと考えられ

る。港区独自の①課題（高齢者、障碍者、子育

て、防災、グローバル化、孤立化）と②取り組

み（町会・自治会、民生委員・児童委員活動な

ど）に向け、まず防災とボランティアに注力し、

活動範囲を広げてゆきたい。   宇津 真治 

チャペル見学 

昨年 4 月から一年間、明治学院大学に於いて

良い経験をさせて頂きありがとうございました。

講義に関しては、興味深いもの、ユーモアを交

えたもの、気が付けば居眠りしていたもの、全

般的に福祉がメインの構成になっており、避け

られない現実の問題に重苦しい気持ちになるこ

とがありました。また、新しい出会いもあり、

ＣＣクラブに参加することで地域活動を行って

いきます。明治学院大学事務局の皆様、大変お

世話になりありがとうございました。 

野口 直子 

 

振り返れば、今までの人生で何度「卒業」と言

う言葉を使っただろうか？一番最近だとＣＣ大学

の卒業だった。[老いる]と言う未体験ゾーン突入。

今まで出来た事が、こんなはずじゃなかった事が、

もちろん体重も増えた。そんな中、新しい友と出

会い、学ぶ体験もできた。次のステージの準備完

了。知り得た種を蒔き、どんな花が咲くか楽しみ

にしている。ありがとうございました。 

佐藤 惠子 

スポーツ実習 

 

少しの不安と好奇心をいっぱいに一年はあっ

という間に楽しく過ぎ知る事の喜びと、これか

らの人生に素敵な仲間ができました。入学して

すぐに、思いもよらず家族の介護生活が始まり

体力的にも継続は無理かと思われた時は「介護

実習」と前向きにとらえ仲間の応援に助けられ

修了式を迎えられたことは本当に嬉しかったで

す。そして何事も知る事で力強くなれる事の大

切さを実感しました。       森 輝子 
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チャレンジコミュニティ大学で学ぶことがで

き充実した一年間でした。 厚くお礼申し上げま

す。 ＣＣ通信では諸先輩方の活動報告書は大変

参考になりました。地域の中で住みやすく安心

して生活できる街を目標に皆様と一緒に歩んで

いきたいと思っております。 どうぞよろしくお

願いいたします。          Ｈ.Ｓ. 

港区議会棟見学 

 

シニア世代の孤立化防止のため、受講生自身

が孤立化しないための努力を続けるのは当然と

して、受講生が、大学の同期や先輩とともに大

学で得た知識を生かして、シニア世代の孤立化

防止のためのさまざまな活動を行っていくとい

う施策は、大変素晴らしいものだと思います。

これからも、ずっと継続してください。 

                 谷 淳 

 

この度の講義は大変充実しており、満足する

と同時に感謝しています。福祉分野は知識の習

得に役に立ち、行政に関しては区議会議場見学

や、予算執行状況など港区の理解に役に立った。

文学や心理学についても島崎藤村の意外な面の

理解や高橋源一郎さんの現代小説の読み方など

の講義は興味深かった。健康スポーツも理論と

実習があり充実しており今後もこの方向で展開

していけばよいと思う。      佐藤 直樹 

 

ＣＣ大学ではバランスのとれたカリキュラム

(一般教養、福祉､健康)と明学大の素晴らしい講

師陣による講義を受けられたことに満足し、大

変感謝しています。これからの人生､会社人から

地元地域人としていかに地域コミュニティライ

フを過ごしていくかを模索する目的でＣＣ大学

を受講しました。しかし、現時点では具体的な

コミュニティライフの方向性や取り組み事案は

見つかっておりません。ＣＣ大学で学んだこと

を基本に､[みなとタウンフォーラム]､[シルバ

ー人材センター]､[いきいきプラザ]等いろいろ

と接点をもちながら何か柱になる地域活動が見

出だせるよう実践していく所存です。 

中村 豊 

 

ＣＣ大学での一年間はバラエティに富んだカ

リキュラムで楽しく、しかも緊張感のあるなか

で最後まで修了することが出来ました。ありが

とうございます。今まで福祉関係の知識は乏し

かったのですが色々知る事が出来、少し身近に

なりました。これから先、地域で困っている事、

足りない事に目を向け自分が出来る事、仲間と

出来る事を実践していこうという気持ちになっ

ています。           山本 和子 

 

自分の意志というより、サークルやボランテ

ィア活動の仲間の後押しで参加したＣＣ大学で

したが、講義内容も仲間との交流も充実したも

のでした。身構えることなく一歩を踏み出して

みると、意外にたわいなく次に進めるものだと

学びました。この次は何が出来るか楽しみにな

って来ました。        髙橋 惠美子 

春学期まとめの会 

 

長年のＣＣ大学の実績から選定された幅広い

ジャンルに渡る素晴らしいカリキュラムはとて

も魅力的で毎回新鮮な発見がありました。グル

ープ内で素敵な友人ができたことはとても大き

な喜びです。これから部会や地域のクラブのメ

ンバーとして活動させていただきたいと思って
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おります。ＣＣ大学で培った知識や経験をこれ

からまた違うグループで役立てていけたらと期

待しております。このような機会を賜り先生方

はじめ関係者の皆様にも深く御礼申し上げます。 

鴨下 尚子 

 

港区、明治学院大学や事務局、先生方、ゲス

ト講師の方には大変感謝します。ありがとうご

ざいました。ほぼ全学部にわたる授業で、キリ

スト教学の授業はありませんでしたが建学の精

神「Do for Others」を折々に感じました。今後

は俯瞰的な見地からも貢献協力していきたいと

考えています。またこれから社会に巣立ってい

く学生にも応援したいと感じています。 

表 良吉 

 

2022 年度コロナ禍、港区と明治学院大学の丁

寧な対面講義にとても感謝しています。一般教

養から福祉に関わる講義、健康増進のストレッ

チやウォーキングを教わり 1 科目１科目が勉強

になりました。その中でも明治学院卒業生バッ

ハ・アカデミー合唱団の歌声に感動を受けまし

た。此れからは様々な講義の内容をいかしてＣ

Ｃクラブの一員として地域作りをしていきたい

と思います。                    Ｙ.Ｋ.  

自然探索 

 

あっという間の一年でしたが、世の中にはま

だまだ知らないことがいっぱいある、それを改

めて認識させていただきました（ただいま少々

ＣＣロス気味です）。これからこの地域でどう暮

らしていくのか、お役に立つとかそんな大それ

たことではなく、自分がどう生きていくのか。

まだまだ見えていないことも多々ありますが、

とりあえずまずは楽しさを求めていけたらと思

っております。         久我  英二 

港区長様はじめ港区の方々、明治学院の先生

方にＣＣ大学のＯＢの皆様のお蔭で貴重な体験

をさせていただき感謝しております。青春時代

に戻ったような感覚でした。古い脳もいつにな

く活性化し、体力的にも覇気がでて活き活きし

た一年間を送ることができました。バラエティ

に富んだ授業は魅力的でした。この後どうすれ

ばいいのかＯＢの方々どうか御指導下さいます

ようにお願いいたします。   河野 貴代子 

自然探索 １グループ 

 

ＣＣ大学を通じて地域活動に必要な基礎知識

やヒントを学ぶことができました。2 月最終講

義のまとめの会で「何等かの活動及びボランテ

ィアを既に開始/継続している」メンバーをグル

ープで集計したところ、出席 18 名中 12 名でし

た。この数字はＣＣ大学での学び・情報・ご指

南が前に進む力になったのだと感じております。 

自身の今後としましてはボランティアや文化

交流等を通じて地域活性化の一助になればと思

っております。            Ｙ.Ｙ. 

 

私がＣＣ大学に応募した動機はボランティア

活動への手がかりを求めるためでした。受講し

た講義は、今まで自身の中で通り過ぎていた内

容を掘り下げるものであり、感動するものもあ

れば改めて考えさせられるものもありました。

自分の認識の甘さを知ることとなりました。今

後は、この一年を通して学んだことや関わりを

頂いた方たちのご縁に感謝し、自分なりの活動

に参加していきたいと思います。   Ｎ.Ｋ. 

 

楽しかった一年が終わり、いよいよＣＣクラ

ブの活動が始まります。自分のできること、や

りたいことに全力で挑戦したいと思います。 

Ｍ.Ｓ. 
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明治学院でのさまざまな分野の授業、区役所・

増上寺等学外での講義等、多彩にわたっており、

毎回、興味深く受講させて頂きました。また、

ボランティア活動の紹介を受け、活動を始める

ことが出来、今後も続けていきたいです。非常

に有意義な時間をすごせたと感謝しています。   

今回は妻と参加しましたので、これからの人

生、妻との会話の内容がひろがったと思ってい

ます。                     阿部 正人 

自然探索 ２グループ 

 

71 歳になり仕事も一段落し、かねてよりＣＣ

大学を勧められていたので受講することにしま

した。半世紀振りの学生生活は新鮮なものでし

た。多岐にわたる授業はまだ人生を頑張らなけ

ればいけないと刺激を頂きました。一番の収穫

は同じ港区内に住みながら地域により文化の違

いがあることでした。そんな校友と修了式を終

えても交流出来ることは嬉しいことです。一年

間有難うございました。      池上 繁夫 

自然探索 ３グループ 

 

ＣＣ大学の一年、クラス仲間と楽しく、各種の

講義や、見学、老体の自分には大変でもあり、

次つぎの期待と楽しみの連続、終わってみれば

あっという間の一年、本当にありがとうござい

ました。現在、自分の身体や五感の何と衰えて

来たことか。これからの今後のこと、健康と生

き方も考え、これより先、高齢相互場的にて、

ささやかなお手伝いを、ＣＣクラブ先輩の皆様

のお話を伺い、今後の事と致したく、先ずは自

分の体力を考えながら…          遠藤 留雄 

 

戦後の日本で、安全な世の中が続き、高度成

長、バブルも経験した世代が集まり、港区と明

治学院大学の共催の下、学業に就くことができ

ました。今までも良き時代を生きてこれて、今

回も大変貴重な体験と多くの知己に恵まれ、大

きな財産となりましょう。また、制限のある状

況の中、経験と努力でご準備され、本講義を提

供していただけた方々に感謝するとともに、今

後も、末永く続くことを祈願して止みません。 

宍戸 康浩 

芸術鑑賞 

 

昨年 4 月より一年間、明治学院大学白金キャ

ンパスにお世話になりまして、素晴らしい授業

を受けさせて戴きましたことは、普通の大学を

出ていない私にとって、とても良い経験でした。

この経験を活かして、この年齢まで携わって来

ました現代医学・現代医療とは視点の違った健

康法を、皆様方にお伝えすることができました

らと考えています。       松田 恵子 

 

ＣＣ大学の講義は、たくさんの講師が入れ代

り登壇し、講義の内容のみならず講師の個性や

思想的背景も垣間見え、大変興味深く拝聴でき

ました。図書室も学生と同様に使用することが

でき、いつも講義が終わった後に静かな図書室

で復習するのが楽しみでした。大変意義深い一

年間だとおもいますので、今後もたくさんの人

が学べるよう継続されることを願います。 

大石 克也 
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懐かしいにおいのする教室。40 数年ぶりの

“学生”として大変貴重な時間を過ごさせてい

ただき有難うございました。歴史的建造物の

数々、パイプオルガンの音、大銀杏と銀杏並木、

もう、忘れられない風景です。島崎藤村を初め

て深く知ったこと。他にも印象深い講義ばかり

で、年々理解力が低下する中、一生懸命向き合

いました。ＣＣ大学を運営してくださった皆様、

大変お世話になりました。有難うございました。 

Ｈ.Ｎ. 

 

親の介護と両立出来るかなと思いながら通っ

たＣＣ大学を無事修了し、どんな時でも挑戦で

きると言う大きな自信と達成感になりました。

特に《１Day for Others》で出会ったＣＣクラ

ブの多くの方々は 10 年以上もさりげなく、力強

くボランティア活動をされているのを知り感動

しました。学んだことを糧に《人と人との繋が

りを出発点に》の言葉と共に歩みつづけます。 

笹栗 美賀子 

福祉施設特別授業 

 

ＣＣ大学での学びにより自分の世界が広がる

実感を得られ、修了が淋しくなりました。しか

し、これは終わりではなく始まりなのだと考え

ると、これからの自分が楽しみです。もしも入

学をお迷いの方がいらしたら、お勧めさせて頂

きたいと心から思います。学校各位も非常にご

親切で、何の心配も要りません。ぜひ新しい扉

を開いて、人生を更に謳歌なさってください！ 

松尾 澄子 

 

会社勤めも終わり、好きな事をし放題と思っ

ていました。当初はそれなりに趣味の世界に没

頭していました。その時偶然にＣＣ大学の募集

要項を目にし、早速応募しました。地域活動の

リーダーを養成する事を目標に、様々な分野の

講師陣から充実した講義を受講しました。途中

病気のため欠席しましたが事務局や同期生の皆

様からサポートを頂き、何とか修了する事が出

来ました。今後はＣＣ大学で学んだ成果を基に

地域活性化の一助となるように頑張ります。 

笹栗 淳一 

スポーツ実習 

 

会社員の生活を終え、学びの場を求めていた

ところ、「チャレンジコミュニティ大学」第 15

期生募集を知り、早速応募しました。4 月の入

学式以降、講義では地域行政、福祉、文学芸術、

法律、健康スポーツなど多分野にわたり、学ぶ

機会を得ることができ、有意義な一年間でした。

港区と明治学院事務局の皆様をはじめ、先生方

には大変感謝をしています。    福田 昭 

 

2020 年度の入学予定がコロナ禍のために中

止、2022 年度第 15 期生として入学許可をいた

だき、あっという間の一年、皆勤賞をいただい

ての充実した学生生活が送れました。福祉、行

政、健康、文学・芸術、心理、社会など知的好

奇心が大いに刺激され、先生方の熱意溢れる講

義の数々、ありがとうございました。今後は地

域ＣＣや部会活動等に積極的に参加させていた

だきます。          大友 登喜雄 

宿泊研修に代わる特別講義 
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テニスもまだバリバリ（？）とやっている私

は、入学するときに「介護や福祉」と聞いたと

きは、正直かなり抵抗感がありました。でもレ

クチャーを受けるにつれて、今まで気にも止め

なかった社会問題などが目から鱗状で、次の講

義が待ち遠しいほどでした。留年してもう一年

受けたいと思っているほどです。この様な機会

を提供していただいた明治学院大学や港区の関

係者の方に感謝いたします。   周藤 孝夫 

 

ＣＣ大学で学べて、本当に良かったと思って

います。一年間講義を受け、数多くの気付きが

ありました。視野も広がったように思えます。

また、学ぶことの楽しさも知ることができまし

た。大学修了後の自分自身の変化も感じていま

す。ニュースを見ていても、違った見方をする

ようになりました。以前は、一方的にこれが悪

い、あれが悪いからと口にしていました。今は、

私は何ができるだろうか？何をすべきなのだろ

うか？などと考えるようになりました。一人の

力は小さいけれど、一人でできることは一人で

する。一人ではどうにもならないことは、共に

学んだ仲間の力を借り、また地域の人と共に、

少しでも笑顔の溢れる地域作りができたらと思

っています。         碇屋 美樹子 

 

昨年の入学式から一年が過ぎ､今資料の整理

をし読み返しています｡幅広い分野の講義を受

け感謝しております。先生方の熱く時には難解

な講義も楽しく受けました。舞岡公園の自然散

策も楽しい思い出です｡同じ目的のある友人と

共に学び有意義な一年間でした。これからは健

康で元気に地域活動に参加できればと思います。

先生方､事務局の皆様ありがとうございました。 

川名 まち子 

自然探索（横浜校舎チャペル前にて） 

 

 

 

5 月 29 日から 6 月 1 日までの 4 日間 8 時限

で、明治学院高等学校 3 年生の家庭総合「高齢

者」授業でＣＣクラブ会員 16 名が授業協力を行

いました。過去 3 回この授業協力を行いました

が、今回は明治学院高等学校からＣＣクラブに

依頼があり行われました。 

授業は 1 クラス約 35 名の 45 分間で、会員 3

名が過去の自身の経験や現在の活動そして

「日々の生活について」を 7～8 分間話し、その

後質疑応答が行われました。   

各授業で、高校生は真剣にスピーチを聞き、

メモを取り質問をする姿に接しました。 

後日、参加者全員に高校生から心のこもった

感想文が送られました。 

参加した岡田梨香さん（15 期）の感想です。 

真っ直ぐに私を観る高校生の目は輝き、若さ

のパワーを貰いました。先に生まれた者として

背中を押すことはできたかと思います。失敗す

ることを怖れずに、それを乗り越えていけるよ

うな強い大人に成長してほしいと願っています。 

授業を受けた高校生の感想を紹介します。 

趣味や娯楽、やりがいのある仕事をしていて、

毎日を有意義に過ごしている感じがする。でき

ないと思わずに、やりたいことをやっていると

ころが楽しそうであこがれる。もっと毎日が暇

になっちゃうと思ったけど、高齢者であっても

若年層と同じくらい活発で“生きてる”って感

じがする。高齢者の方々の 18 歳頃は今とは全く

違うけど、やりたいことをやって生きることが

大切なのは今と変わらないと思ったから、自分

の人生を決める上で参考になった。 

自分の育った地域のために貢献できる活動を

行っている自分の地域の高齢者を身近な存在に

感じられました。 

明治学院高等学校家庭総合科 

授業協力ゲストスピーチ 
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■運 営 委 員 会 報 告 

 
 

 
 

    

2023年度の運営委員、部会員、地域ＣＣクラブ委員は以下の通りです。

　 　 　代 　　表           　　阿部　令子⑩   　副 代 表　 　瀬能　正実⑩ 松嶋　惠美子⑩

運営委員会 運 営 委 員  運 営 委 員  運 営 委 員  

８ 　期 ❸ 秋元　宏 　 ❶ 金城  恒夫

９   期 ❶ 里村　元彬 13　 期 ❷ 廣田  紳一

　  ❶ 鈴木 真理子 ❸  東   公子

    10　 期 ❷ 瀬能  正実 　 ❶ 菊池　誠

３ 　期 ❷ 雨宮　武 ❸ 丸山  幸秀 14　 期 ❷ 吉野　由美子

４　 期    選出せず 11   期 ❶ 石塚  敏子 ❸ 宮城  昭一郎

   ５　 期 ❷ 小林 桂樹  ❶ 本藤  英敏 　 ❶  谷　 淳

６　 期 ❷ 来代 早苗     12　 期 ❷ 篠原 みどり 15　 期 ❷ 安井　裕子

　７　 期 ❷ 太田 則義 ❸ 冨岡　良美 ❸ 岡田　梨香

部 会 長

副部会長

 野口 美津子②   平田 渥美⑫    内田 眞也⑬ 　鴨下 尚子⑮

 丸山 保夫⑦   中嶋　博⑫    藤井 宝⑬ 　北川 範子⑮

 西田 宏子⑨
 阿部 令子⑩

  亀卦川 純一⑫
　平内　利光⑫

   桑原 いづみ⑭
   深澤 あつ子⑭

　齋藤 美加代⑮
  高橋 惠美子⑮

 斎藤 正精⑥ 　石賀 幹春⑨ 　 須田 房子⑭   難波 富貴⑮

 佐藤 紀子⑥   松尾 知足⑭    　

 西多 和子④   山岸 洋子⑫    小杉 良子⑭ 　

 呉  東富⑤
 大塚 堅一⑪

　丸毛 昭生⑬
　荒川 太⑭

　 大友 登喜雄⑮

 古橋 義弘①   肴倉 弘子⑪  　森 容子⑮  

 太田 則義⑦   棟方 千恵子⑫ 　 長峯 浩子⑮

 境　静子⑩   宇津 真治⑮

 石川 啓子⑧   松嶋 惠美子⑩ 　 吉野 由美子⑭ 　

 丸山 幸秀⑩ 　河野 洋子⑫ 　  池上 繁夫⑮ 　

・部会長・副部会長の（副）は副部会長  
 

吉野 由美子⑭ 福岡 哲郎⑩

 小峰 由紀⑩ 野村 知義⑧

運営委員会の●数字はグループ、それ以外の欄の〇数字は期です
地域ＣＣクラブ代表

石川 啓子⑧ 斎藤 正精⑥

太田 則義⑦ 野村 知義⑧

❷ 野口 美津子

1   期 ➋ 吉田 秀博

                部   　 会   　　員      

高 輪 地 区 Ｃ Ｃ ク ラ ブ 　３Ａクラブ（赤坂･青山･麻布地域） 

 芝　Ｃ　Ｃ　ク　ラ　ブ   明虹会（港南・芝浦・台場地域）

地　域　Ｃ　Ｃ　ク　ラ　ブ（代　表）

 芝　Ｃ　Ｃ　ク　ラ　ブ   明虹会（港南・芝浦・台場地域）

   周藤 孝夫⑮（協）

2023年度　CCクラブ運営委員会・部会メンバー　　　　　　　　　　　   　 (2023年6月17日現在）

高 輪 地 区 Ｃ Ｃ ク ラ ブ 　３Ａクラブ（赤坂･青山･麻布地域） 

 瀬能 正実⑩
 佐藤 芳男⑪(副)
 中満 美紀⑪(副）

ＨＰ部会
 岡部 正實⑩
 福岡 哲郎⑩(副）

   地域連携部会 　
 金原 智子⑩
 太田 則義⑦(副）
 今泉 昌代⑩(副）

企画部会
 太田 則義⑦
 小川 寧子⑬(副）
 清水 和美⑬(副）

会報部会

総務部会
 岩佐 徳太郎⑨
 秋元　宏⑧（副）

部　会

地　域　Ｃ　Ｃ　ク　ラ　ブ（運　営　委　員）

２ 　期

（表紙の花の写真は 9 期平尾恭一さん提供） 

■
運
営
委
員
会
報
告 

 

 

 

 

 

チャレンジコミュニティ通信 vol.50 2023年 8月１日発行 

発行者  チャレンジコミュニティ・クラブ 

事務局 明治学院大学 総合企画室社会連携課 

           （株式会社明治学院サービス） 

          〒108-0071 東京都港区白金台 1-2-37 

         Tel.03-5421-1555  Fax.03-5421-1556 

                 Email ccclub@meijigakuin-s.co.jp 

            http://www.minato-ccc.jp 

 

編 

集 

後 

記 

コロナ禍の波に飲み込まれた 3 年間、私たちの日常生活は制約され、ＣＣクラブ

活動も中止や延期せざるを得ないことが多くありました。5 月より 5 類へ移行する

ことにより、活動制約も緩やかになりました。 

本号では、ＣＣクラブの新体制や、各部会の活動内容を紹介しています。「自分の

健康は、自分で守る」ことを忘れずに、再び活動が前進できるよう願っています。 

（11期 中満 美紀）  

                       

会 報 部 会 

部 会 長   瀬能  正実（10期） 

副部会長   佐藤  芳男（11期） 

副部会長   中満  美紀（11期） 

部  員   古橋  義弘（１期） 

部  員    太田  則義（７期） 

部   員    境  静子（10期） 

部   員   肴倉  弘子（11期） 

部  員   棟方 千惠子(12期） 

部   員   宇津  真治（15期）  

部  員   長峯  浩子 (15期） 

部   員   森  容子（15期）  

協力部員   周藤  孝夫 (15期） 
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